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内 容 梗 概

HITAC3010などの電■f･計算機システム用として製造した一群の磁気テープ装荷H-581,H-197,H】582形

について,その仕様,構造の概要と特長を述べた｡これらの磁気テープ装置は,その特長ある大容量の重量検

出形バッファと,精符な走行系を有し,さらにデュ7ル･レコーディングの採用により,高度の信痺度が達成

されている｡

1.緒 ロ

ディジタル電丁計算機に使用される磁気テープ装鮮(l)(2)ほ,高速

度の入出力装置,大容量の補助記憶装経として,欠くことのできな

い重要な装経であって,電子計算機処理装置の能力の増大および処

理の迅速化の点から,より高速でより高い信桓性をもつことが要求

されている｡

H-581,H-197およびH-582形磁気テープ装置は,この要求を

満たすよう開発された装置で,こ仁としてHITAC3010電子計算機

システムに接続して多数納入され,予期どおりの成績を収めている.--

1リ､卜,装羅の概要ならびに特長について説明する〔

2.概 要

第1図ほ,H-197形磁瑞テープ装躍の外観であるが,H-581,

H-582形も燥似の外観を備えている｡また,装障のおもな仕様お

よび入出力信号の種菜酌ま,それぞれ第1,2表に示すとおりであ

る(3)(4)｡磁気テープ装置の高信敵性に関連して,本装置のおもな特

長をあげれば次のとおりである｡なお,各項目の詐紳については後

述する｡

(1)デュアル･レコーディング

磁気テープ上の各文字を構成するビットほ,それぞれ2トラッ

クにふ巨列に記録されるために,情報の信頼度が高い｡

(2)チェック機構

情報および入｢H力信桝二対して完備したチェックl‖l路を有

第1図 H【197形磁気テープ装置

日立製作所神奈川丁場

する｡

(3)テープ走行特性

磁気テープの走行特件,すなわち,磁気テープを高速で,しか

も安定に起動,悼ILまたは逆転させること,テープの損傷を防ぐ

ことなどには多くの困難な問題を含むが,本装置でほ重量検出式

バッファおよび巧妙,精密な走行系の採用によって,この間題を

解決し,二女定なテープ走行を得ている｡

3.構造および動作説明

第2図は,テープ通路の機構説明図である｡図は,テープを装着

した状態を示し,テープは未了側にあるサプライ･リール(1)より,
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第1表 磁 気 テ の 仕 様

形 名
､▲-‾

＼

＼

項 目

ノニ ッ フ

‾‾､

＼
_

形 式

H-581

重 景 検 墨壷

H-197 1 H-582

検 出 式 重 量 検 出

使 用 リ ー

ル 径(mm) 267

磁 気 テ ー

プ(幅×長) 19.05mmx730m

267 267

19.05mmx690m

テ ー プ 走 行 速 度(m/砂) 2.54

最 高 情 報 処 理 速 度(字/砂) 33,300

情 報 密 度(字/mm) 333/25.4

記 録 方 式 R Z

2.54

19.05ⅡlmX730m

2.54

55,000

550/25.4

N R Z

シングル･ヘッド･デュアル･レコ

ーディング

直 流 消 去

)×]
エ コ

ー チ ェ ッ ク

ロ

ー(ROW)パ
リ テ ィ

逆 方 向 読 出 可 能

イソクー･ブロ
ック･ギャ ッ プ(mm) 約11

ツー･ギャップ･ヘッド･デュアル

･レコーーディング

交 流 消 去

66,600

666/25.4

N R Z

ツー･ギャップ･ヘッド･デュアル

･レコーディング

交 流 消 去

)×]
リード･アフタ･ライト･チェック

ガ

可

ー(ROlⅣ)パ
リ テ ィ

ー ド･キ ャ ラ ク タ

リード･アフタ･ライト･チェック

ロ

ー(ROW)パ
リ テ ィ

ガ ー ド･キ ャ ラ ク タ

約20

消 費 電 力(kVA)

外 形 寸 法(幅×奥×高)(m)

1.1

1.25×0.47×1.75

1.5

約20

1.5

1.16×0.48×1.68 1.25×0.47×1.75

ET,ETW検出ほ金属はく接触式 H-582,H-582-×50で書込まれた

テープを読出すことができる

信 号

L

L

L

P

P

P7

ーL

】
L
-
L

P

れr

P7

L

L

L

p⊥

P

p▲7

走 行 指 令

走行方 向 の 指 令

書 込 指 令

書込情報をストロープする

巻 戻 し 指 令

書 込 情 報

フツス/ソープ

一Mソホ/ス一

…
…
力
お
よ
び
リ
タ
ー
ン

リ
ノ

//ト
ルブ

イ
ラ
ルペブ

ラオ

タ
チ
L

チ
フ
●

L

■L

L

L

P

L

L

7P

P

Lは,レべ/しによる信号の受渡L,

亘仁列に送られる信号の本数を示す｡

L

L

L

L

P

L

L

P

P

7

L
-
L

L

L

P

TL

L

P

P

7

Pはパルスによる信号の受渡し,また数字ほ

ガイド･ポスト(15),張力機構(16)を経て,右側のビン(バッファ)

(3)にはいる｡さらに,ガイド部分,ヘッド上部を経て,キャプス

タン･ローラ(7′)とプレッシヤ･ローラ(6′)の間を通り,左側のピ

ソ(3)を経てテークアップ･リール(2)にいたる｡キャプスタン

･ローラ(7,7′)は,それぞれ矢印の方向に定速で回転していて,パ

ネル背面のアクチェータの動作により,プレッシヤ･ローラ(6′)が

庁若されると,テープは,ヘッド上を走速で,右から左へ(FWD方

向)走行する｡逆にプレッシヤ･ローラ(6)が庁着されると,逆方

向(REV方向)に走行する｡停止時は,プレッシヤ･ローラ(6,6′)を

離すと同時に,ブレーキ･シュー(12)がテープにブレーキをかける｡

テープ走行系DD′間には,サファイア･ガイド(8)が設けられて

おり,長期にわたって安定なテープ走行が保証されている｡

テープの始端,終端は,H-197では,テープ上に設けられた透

明な窓をランプとホト･トランジスタで検出することにより判別さ

れる｡すなわち,テープの書始め位置BT(BeginingofTape)は,

左側のホト検出部(14)で検出される｡またテープの終端が近いこと
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第3図 重量検肘方式バッファとリール制御系統阿

(国中の記号については(1)～(8)式参照)

を警告するETW(End of Tape Warning)およぴテープの終端

ET(End of Tape)は,左右のホト検桝部(14′)で検出される｡この

ほかに,テープの取りはずしのときにリーダ･テープの端を示すリ

ーダ･マーカなどがあるが,これらは,すべて透明窓の形状および

テープ上にr上伸る位置によって識別されるようになっている｡

4.各部の説明

4.1重量検出形バソファとリールの巷取り制御

弟2図のビン(3)で示すように,この装置では,リール巻取機構

の制御に,大容量の重量検出形のバッファを採用している｡

弟3図は,ビン(バッファ)とリール制御の関係を示す｡

ピソの中のテープは常に約6mになるように制御されていて,テ
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ープ量が,これより増減するとその重量差が,差動変圧器で検出さ エ｡=0

≡℃∠;≡3‡jt,サーボ増幅器によって,巻取リールに直結したサーボ･モータ

を正道方向に駆動する｡国中,張力機構は,巻取リールのテープ巻

取張力を一定に保つためのもので,この張力機構の後部には,タコ

ジェネレータが連結され,テープ巻取速度を検出し,リール制御信

号に帰還されているので,きわめて,おだやかなり⊥ル巻取りを行

ないリールに巻かれたテープの損傷を防いでいる｡

ん2 リール制御系の解析

上述の重量検出式リール制御について,制御動作の解析をつぎに

示す(5)｡舞3図において,

検出器の出力電忙

且J=∬βy
‥….

サーボ増幅器入力電圧

E′=且d一月〝
‥‥‥…

サーボ･モータ出力トルク

7'=∬A∬r軋-γ+V5♂

サーボ･モータの負荷トルク

T=川52♂＋貰
磁気テープのたるみ畳

γ=エ0一エ ‥

テープの巻取り量

エ=ββ
…

速鑑仰還電肝

gリ=ノラ方c八rsβ･･･

サーボ･モータ所要出力

P=r∧r5β.‥

ただし,上り:

ムー:

〃:

fl:

∬′ノ:

+打71:

プ′

/:

八丁:

Å_1:

Å(∴

5:

l′:

二れらの式を,

吋1-

(1)

(ノ2)

(′3)

(4二)

(′5)

(6)

(7)

′8.)

テープ送り込み量

巻取 り 半子ごた

巻取りリールの州転角蛙

テープ巻取り張力

たるみ畳検榊汁詩のyに対する感度

サーボ･モータトルク定数

サーボ･モータ制動定数

サーボ･モータ軸換算の慣性能ネ

歯 車 比 け-ポ･モータ軸む】転孜′′巻iぎ'ミ

リリー叫11】転数)

サーボ増幅詩:壬増幅度

クコジェネレーク感塩定数

ラプラス変換の復素パラメータ

速度電圧の実効帰還ヰミ

テープ送り速度

たるみ量yについて解くと,

To252十2三To∫十1

となる｡.

ただし,

ループゲイ ン

ノど=ÅAÅ71∬β

吋 :定 数∴ヒ

To=､/雷
.別勘定数

こ一汁凡1∬r一う〟√ブ
1}‾

‾‾‾‾■‾‾‾‾‾､‾‾

●＼了〟〟2

卜‖

テープが速度Ⅴで起動したときの過払己エア;ほ,

1り

‥(11)

とおき,

州=〔2叫-β‾三才cosh(筈才)卜

y諜芸里子β一三fsinh竿才‡〕葛
ただし,三≧1

1

州=〔2叫一β‾三才cos(一号才)トl

筈了β■三才sin(写g)‡〕;
ただし, こ<1 /

‥(12)

すな譲っら,/こッファ内部の磁左もテープのたるみ量y(才)は,時間

とともに弟4図のように変化する｡

同様に,これに対応するサーボ･モータの所要出力P(∠)は,次

式で与えられ,弟5図が得られる｡
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＋cosh-十字′)‾‡
ただし,:≧1

またほ,

批｡一､/′トこゴー:′､･･1一三2′一郎)三世竺J-t--gT七sin-■デ

×ト‾完`(
､′■1‾丁呈_才

～′′トこ2Sin--り

＋c()S--(三三′)j
ただし,1>三

+J_

.(13)

巻収サーボ系の時定数丁｡を一志とすjLば第4図かド〕たるみ量を

大きくとるに従って,制動定数:が大きくとれるので,その巻取り

動作ほ,非常におだJPかになるが,また,このように:を大きくす

ると弟5図に示すように,サーボ･モータの所要パワーも,非`.iiろ'に

′トさくて済む利点カミあるっまた,:を一定として考えると,たるん

鳥ほⅤToに比例し,サーボ･モータの所要桝ノブは′Ⅳ2V2/β2Toに

比例するので,バップアヤ子量に比例して丁りを大きくとることによ

り,これに逆比例してサーボ･モータの出プJを減らすことができる｡

本矧樫では,約6mのバッファ舛量を了‖ノ,テープ速度約2.5m/s

に対して,リール巻取川のサーボ･モータほ50W定格のものを陸

川して,:=1.0～1.5,丁.,=0.2･～0.3秒柑空で,十分二女遥な助作が子守

らjtている｡もし,これをたるみ許容量1m王ノ+外の在来のカ式 り【t

ウた柱方式またほテンション･7-ム方式など)で行なう場付よ,数

‾臼Wのサーボ･モータを資し,三をかなり′トさくする必安があるれ

三を1より小さく選ぶことは?主ましくない｡すなわち,†卜逝去子‾fを

娼‥二】うな州8jでくり返すと,サーボ系が共振して,テープのたるムが

井村由を越すことがあるため,このような刷粥の命†㌻に対してて1州才ミ

を加える場介も.起こりfミ阜る∴.これにI文し,木装抑のようにこが1rj二

り大きい場付よ,l一三逆ノルJの送りなどのように糾克合j-)せても,ノミ

ッフフ′lノ川;の磁kテープのたるふ最は±2三rT｡石ご越えることはな

いので,テープ光子ハニ対するプログラム`_実行_1二の制肘土ない｡

以ヒにj心べたことを乃〟)て,収量検出方式の1‾JJて艮を墳約すると次

のようになる-)

(1)きわめて大きなバソファ容量をもつ

他の方式では,j削打1mlノ+外であるが本ノノ式では約6mのバッ

プ7が行られるっ

(2) したがって巷刃文動作は,おだやかで,テープの損傷が少な

く,巷月更モータも小出力のものでよい

(3)高速の起動停止特性が得やすい

テーフ送り横柄(舞2図のDD′l=nに心けるテープ作張ノJが小

さく,起動けlI二にi名号して,テープに如州な張ノブがかか仁)なし㌧+二

のため非常に高速の起軌ほ勺3111S),柑‖二(約2.5ms)柑件がア■.阜仁ノ

れる一J

(4)電源接断に伴う停止位置のずれがない

班仲戸,1電源を切断しても,テープ送り榔分のテープには,作

弓1壬ノJがかか仁フないので,仙I起動l時に作1【ニトtirノたがずjLることはない

(他の′こソファガ式では,電拡巾′起動時にノ.ニイiの′且主ノブ小均一一のた

め,ずれる-け限作もある)り

ん3 情報の書込みおよび読出し

汁一581形磁気ヘッドほ,巾流汁jムヘッドと,16トラックのこl書込

克,ぷHHし兼Jliのヘッドが1ブロックに糾入込まjtている-_､この16

トラックのノ書込ふ,-㌻ノヒLl_†しヘッドほ,2トラックずつ対になっでナゴ

り,6仰け)帖稚(20ノ～2り1仰のノ､リティ(P)_br】こび1仰のタイミン

芦 l

評 第47巻 謀‡3 号

‡

祈6図 起 動 仲
_11二
特 件

H-582形磁気チーフ装荷の特化例をホす｡卜搾=まラン命令

がきてから,卜Lズ=よストッナ命令がきてからのテープ送り

油性の変化状皇シュを′j七す.いナノhも/仁端が指令のきた瞬間で

ぁる｡

第3プ壬 磁気ヘットのおもなで_ヒ様

J臼 名I H-5飢

1L

㌻1.

数

帖

二フックL二■ノ‾‾r‾】

ヤノーノl…欄･≡l

.1子j主.うノ川横川

16

0.495

1.15

l
-± ノJ i七; RZ

H-197

㌻‾古1‾古‾石

16

攻0.772

0.467

1.09

16

串0.698

0.394

1.09

5.08

NRZ

H-5さ;2

＼㌻可'Jl
16

*0.772

0.467

1.09

16

*0.698

0.394

1.09

5.08

NRZ

芸∴.::J∴4`5＼;ごVppl上ト!;ご竺ドニ芸聖
8;】】′＼l 揃 rmA)

9:ヶエコソ､∵-クrdB〉

10
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節7図 磁㌔己テーソトの.テd蝕例

(賢二雪空警官三二三苧雪号宕浣る)

ヘッドに練れる電流でエコー･パリティ･チェックを

～fな/-,ている.一

H-197およびH-582形磁～もヘッドほ.卜.iJのデュ7′レ･レコー

ディングカ式に加えてリード･アフタ･ライト･チェックノノ式な採

川しパ込みを行ないながら,その･け子報を.訂こ見取って∴i己蝕された恍

稚が1tミい､かどうかパリティ･チェックを子rなうし このため,磁1も

ヘッドはおのおの16仰の-こ一咋込ムヘット一三よび∫甜+1しヘッドが,-･

っのブロックに射み込まれたツー･ギャップ･ヘッド肺道とな一,て

いる(｡

H-197あるいはH--582形鮎㌔け-7つ装i托でほ,凡△みあるいほ

ふL仁Hし時の帖報が.諾をっている域合,テープほ1rl動的に出され(ロー

ルノミック),引き続いて同じ命1ナが′文子fさjtる_′また∴諾を拙作によF)

ファイルを椚クこしないように,ライト･イネイ7Jル･リングをリー

ルに締崩したときのみ耕土みをrT†能としているし

H-197,H-582でほ,ヘッドのギヤップの楼帆杓なズレなど,ス

タティヅクなスキューを恥_l三する川路が糾まれており,これにより

■l■右脚生なf亡羊込克にもかかわらず装梓川のテープのイJ二換性が`ノヒ乍に保

水されているこ

4.4 制御回路および制御機構

拙作の解妨さと,信頼度の向__卜をほかるため,この磁1もテープ装

i.'′たでほ,このほかにも次のようなl‖1絡およびTiilj御株隅をも一-､て

いる.,

(1)テープの取付けおよび月如まずし

矧恥二備え什H‾のテークアップ･リー′しに什撼しているリーグ

･テープがん才iのビンおよぴヘットトを約11して,第2図のB∴-､(

まで迫っているので,作意のサプライ･リー′しを装f2'亡ん例のハフ

iこ装着し,そのテープの端をリーーダ･テーープに接続(スプライス)

し,スレッド(thread)の抑ボタンを押すと,テープほ,山動的に

BT(BeginingofTapeすなわち一月込み叫能な位亡榊まで光子Jし

て仙しこする｡迎に取りほずしのときは,リワインドが終了してか

らリムーブ(Remove)の押ボタンを押すと,リーダ･テープの端

れ 了f側のBノ∴(近くまできて仲lヒするので,ここで,サプライ･

リールを取りほずせばよいr｡このI7日の操作ほ,約1分くらいで終

/することができる｡.

(2)リモート･ロックアウト

保′､+:などで,装粁を計界槻木体と切離してローカルに拙作する

域丁子‥汁算機本体側にはノン･オペラブルの信一けカミ送られ‥勅｢l勺

に機械を保護するし

(3) ローカル･ロックアウト

矧,咋カミリモート状態のとき,ローカル･スイッチを除いて,他

のすべてのローカ′レ操作の制御は動かない｡

(4)オペラブル状態の衷ホ

矧伽ミi汁節槻木体より操作1ir能な状態のとき,この未示がテナな

わJtる.ご.

(5)テープ終端での=動けIl

テープが終端(End ofTape)に過したときは,テープがリー

ルからはずれることを防ぐためにr′_l動的に梓1L二する｡

(6)マスタ･ファイルの保護

自ど†述のように,ライト･イネイブル･リングを装着しない限

り,帖搬が戴基まjLたり,消去されたりすることを禁I卜するし

(7)デュアル･レコーディングおよび讃込み時のチェック

前述のとおりである｡

4.5 電 源 回 路

これらの磁去もテープ装掛こは,乍半導体卜Ⅰ帽如こ耐流竜虻を供給す

る一女道化電淑と,各種川転機に所要の交流電圧を供給するための交

流･削六が組jAまれている｡これら出力川路の一掛こ升7i‡な電流が流

jいじり,克郎各などが起きると,lノづ蔵の興肝電f仁検出棟構が動作し

て,1モ体の電淑が切断さjtる｡

また電源の投人切断時には,川路に〃ヒ給される芥種【l･′価`副†ミは,

すべてlう可一の制令で,‖抑lとともに紹ミ々に舛H三あるいは肺肝さjtる

ので,電源の投入,りJ断時に装着さJLているテープの掛かP,仲取

のiF■i火‾料如よ完乍にl執_卜されているこ

5.結 口

以上述べたH-581,H-197およびH-582形磁ゝもテープ矧rたほ,

HITAC3010その他の･屯r･計算機システムの際平喜入声lりJ装粁として

脚光され,現在まで多数恥/都内人さJtている`】.后掛如こ_軌一上をおしゝ

た設計によりきわめて高し､信樹立をイfし,いずれも1■主好な成績をも

っで尖川に供せられている〔ユ
終わりに,種々ご粁尊いただいている顧客糾i'仁,口､】土製作所関昧

甘業所および朴乙引=l二場開陳老糾､tに厚くお礼r】tし上げる｢
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